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11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
定
例
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
等
各
種
施
設
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
や
、中
学
校
給
食
完
全
実
施
や

部
活
動
の
外
部
委
託
等
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
使
用
料
・
手
数
料
条
例
の
改
正
案
に
つ
い

て
、
大
幅
な
値
上
げ
に
な
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
つ
い
て
は
賛
成
）

質
問  

原
町
２
丁
目
千
里
丘
朝
日
が
丘

線
の
開
発
が
急
速
に
進
む
中
、

狭
い
生
活
道
路
の
問
題
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。複
数
の
新
店
舗

が
開
業
し
、沿
線
に
は
、シ
ニ
ア

向
け
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も

2
0
2
5
年
竣
工
、2
0
2
6

年
開
業
予
定
で
、今
後
も
交
通

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。に

ご
り
池
か
ら
狭
い
道
路
を
下
っ

た
今
池
の
手
前
に
、有
料
老
人

ホ
ー
ム
も
建
設
予
定
だ
。付
近

の
道
路
は
対
向
車
が
あ
れ
ば
、一

方
が
相
当
の
距
離
を
後
退
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。狭
い
道
路
で

あ
り
、地
域
住
民
の
要
望
を
丁

寧
に
聞
き
、交
通
安
全
対
策
の

協
議
を
求
め
る
。

答
弁  （
土
木
部
長
)道
路
拡
幅
や
待
避

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
な
ど
は
大
き

な
道
路
構
造
の
変
化
が
伴
い
困

難
だ
が
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

等
、地
元
の
意
見
を
伺
い
、対
策

を
検
討
す
る
。

質
問  

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

障
害
や
病
気
の
特
性
に
配
慮
し
た

避
難
所
の
整
備
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、医

療
の
確
保
等
が
求
め
ら
れ
る
。現
状

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁  （
福
祉
部
長
）福
祉
避
難
所
の
指
定

を
進
め
て
い
る
が
、今
後
、障
害
や

病
気
の
特
性
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
新
規
指
定
の
調
整
を
進
め
る
な

ど
、福
祉
避
難
所
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
む
。ま
た
、避
難
支
援
に
つ

い
て
は
、要
配
慮
者
を
所
管
す
る
関

係
部
局
間
で
会
議
体
を

設
置
し
、相
互
連
携
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

質
問  

手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。具
体
的
な
広
報
の

方
法
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁  （
福
祉
部
長
）2
0
2
5
年
に
は
市

報
で
手
話
言
語
や
取
り
組
み
に
関

す
る
特
集
記
事
の
掲
載
を
考
え
て

い
る
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
の
作

成
に
つ
い
て
は
、他
市
で
の
先
行
事

例
を
参
考
に
す
る
。あ
ら
ゆ
る
手
段

を
活
用
し
、手
話
言
語
の
理
解
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問動画は
こちら

質
問  

性
暴
力
被
害
者
が
大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
に
ア
ク
セ
ス
を
す
る
と
緊
急
避
妊
薬

も
処
方
し
て
も
ら
え
、証
拠
の
採
取
、保

存
や
心
理
的
、医
療
的
、法
的
な
支
援
に

つ
な
が
る
。支
援
の
必
要
な
被
害
者
が

増
え
深
刻
な
医
師
不
足
と
財
源
不
足
で
、

現
在
の
民
間
病
院
で
継
続
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
っ
て
い
る
。大
阪
府
に
そ
の

存
続
の
た
め
支
援
を
求
め
つ
つ
、市
と

し
て
窓
口
を
増
や
す
た
め
に
吹
田
市
民

病
院
に
協
力
病
院
の
役
割
を
果
た
し
て

も
ら
う
こ
と
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答
弁 （
健
康
医
療
部
長
）市
立
吹
田
市
民
病
院

で
は
、性
暴
力
に
関
連
す
る
事
案
が
発

生
し
た
場
合
、可
能
な
限
り
診
療
に
応

じ
て
い
る
。大
阪
府
が
犯
罪
被
害
者
を

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
の
議
論

が
必
要
だ
が
、必
要
に
応
じ
同
病
院
へ

伝
え
、可
能
な
対
応
の
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

11月定例会の質問から

質
問  

高
齢
者
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
全
国
的
に
不
足
し

て
い
る
。業
務
の
煩
雑
さ
や
賃
金
の
低
さ

等
が
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

法
定
研
修
に
か
か
る
高
額
な
費
用
負
担

も
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
保
と
定
着
の
た
め

法
定
研
修
に
か
か
る
費
用
を
補
助
せ
よ
。

答
弁 

（
福
祉
部
長
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
本
市

福
祉
行
政
を
推
進
す
る
上
で
重
役
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。第
10
期
吹
田
健
や

か
年
輪
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の
調
査
で

ニ
ー
ズ
把
握
等
を
行
い
、必
要
と
な
る
支

援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

代表質問は塩見みゆき議員が行いました

2024年11月定例会

日本共産党の考えは２面に

現行 改定

納税証明書 窓口 250円 窓口 300円

市民体育館　　　　　　　　　　
トレーニング室など １時間 100円 １時間 150円
小中学生　 １時間 50円 １時間 70円

武道館（専用使用）　　　　　　　　　　　　　　　　 １時間 2,025円 １時間 2,500円
総合運動場（専用使用）　＊トラック　　　　　　　 １時間 1,500円 １時間 2,200円

スポーツグラウンド　　　　　　　　　　　　　　　　　
野球 １時間 700円 １時間 1,100円
テニスコート １時間 300円 １時間 420円

メイシアター　大ホール
＊住所が市外の人は楽屋・控室を使用するとき、10割の割増料金をあわせて徴収

全日 182,000円 全日 220,000円

南山田市民ギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１時間 445円 １時間 600円
学童保育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4,000円　 月 6,000円
学童保育延長保育料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月 1,500円 月 2,000円

（コンビニ交付は据え置き）

使用料・手数料の改定
質問動画は
こちら

質問動画は
こちら

質問動画は
こちら

質問動画は
こちら

日本
共産党

大阪維
新の会 公明党 自民党 吹田党

市民と
歩む議
員の会

参政党 立憲
民主党

日本
共産党
が提案

日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める　 否決 ◯ × × × × ◯ × ◯

持続可能な学校の実現等に向け教員の長時間
労働の是正の更なる取り組みを求める

可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

指定避難所における空調設備の整備促進を求める 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

意見書の結果

力合わせてがん
ばります

日本共産党
吹田市議会

議員団

身近なくらし
支えるために

日本共産党吹田市議会議員団

障害や病気等、要援護者の特性に
配慮した避難所の整備を進めよ

防災

手話言語条例を
広く市民に知らせよ

福祉

狭い生活道路の
安全対策を

まちづくり

ケアマネジャーの
確保と定着支援を

福祉

大阪ＳＡＣＨＩＣＯとの連携を
市として市民病院に求めること

福祉性暴力救援センター

竹村 博之塩見 みゆき柿原 真生玉井 美樹子山根 建人
たけと ま き

村口 久美子益田 洋平
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